
臨整外・49巻5号・2014年5月414

第48回日本側弯症学会INFORMATION

会 期：2014年10月30日(木)・31日(金)・11月1日(土)
会 場：盛岡市民文化ホール(マリオス)

〒020-0045盛岡市盛岡駅西通二丁目9番1号

TEL：0196-621-5100 FAX：019-621-5101
会 長：山崎 健(岩手医科大学整形外科学教室)
学会テーマ：「脊柱変形―乳幼児から成人まで」
シンポジウム：「側弯症診療―現況と今後の展望」
主 題：1．思春期特発性側弯症の保存療法の適応と限界

2．思春期特発性側弯症の手術療法―矯正法の変遷と成績
3．EOS(early onset scoliosis)―保存療法と手術療法の適応と成績
4．変形矯正手術―手術合併症から学ぶこと
5．脊柱バランスと脊椎・骨盤パラメーター：手術，HRQOL
6．ロコモティブシンドロームと成人脊柱変形
7．脊柱変形手術における生体材料の進歩
特別講演，山田・井上メモリアルレクチャー，招待講演，教育研修講演
一般演題・ポスター展示

演 題 応 募：2014年5月13日(火)～6月24日(火)
(応募は学会ホームページから)

学会ホームページ：http://jss48.umin.jp/index.html
学会事務局：岩手医科大学整形外科

〒020-8505 盛岡市内丸19-1

TEL：019-651-5111 FAX：019-626-3699
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